
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年(令和７年)８月 1 日 

 

６月22日(日)、馬籠ふれあい広場において、「第60回中津川市消防団及び第51回中津川市消防協会消防操法大会」

が開催されました。坂下分団からは第２部と第３部で編成した「坂下Bチーム」が代表として出場し、出場１３チーム

中５位の好成績を収めました。 

今大会の優勝は坂本分団で、

10 月 26 日(日)に開催される県

大会に出場されます。 

坂下分団チーム 

操法の様子→ 

６月 20日（金）、『第44回少年の主張中津川市大会～わたしの主

張2025～』が阿木中学校体育館で開催されました。 

 

坂下中学校からは代表で３年生の原
はら

 実乃
み の

梨
り

さんが『当たり前と

いう幸せ』という題目で、堂々と落ち着いて発表されました。 

ＪＲ坂下駅舎に、今年も色鮮やかな七夕飾りが登場しました。 

今年は坂下高校地域探究科２年生が中心となって飾り付けを行い、たくさん

の方の願いが書かれた短冊で彩られました。 

この「季節の飾り」は、ボランティアグループ「チャームメイツ」が企画し、

坂下まちづくり協議会の協力を得て行われています。 

 

また、今冬も駅舎周辺にイルミネーションを飾ることを計画中です。 

坂下駅が季節ごとに美しく彩られる様子を、これからもどうぞお楽しみに！ 

 

６月 28日（土）、坂下公民館でおはなしの会を行いました。 

今回は絵本の読み聞かせのほか、部屋いっぱいの大きな紙 

（2.7ｍ×６ｍ）に、手と足を使ってみんなで絵を描きました。大人も

子どもも参加して、虹の手形アートと大小さまざまな足跡の大きな絵

ができあがりました。 



 

 

 

坂下地区の皆さんへ 

日頃は、区長会活動へのご理解、ご協力を頂き、ありがとうございます。 

今回は、必要な医療の確保（坂下診療所事業譲渡）に向けての市長との懇談会および、方針決定を受けての市から

の説明についてご報告いたします。 

 

開催日時：６月13日（金）15時 30分～16時 50分 会場：中津川市役所 ３階応接室 

懇談会テーマ：【坂下診療所の今後の姿、市が目指す着地点について】 

出席者：小栗市長・今井副市長・可知副市長・河合市長公室長・纐纈病院局長 

    坂下地区の区長会から、安江・宮澤 まちづくり協議会から、加藤・松井 

市側からの主な発言として 

①現在関係機関（医師会・東濃圏地域医療構想等調整会議・純正会＜民営化法人＞等）と協議中。 

 市としては、坂下診療所を残す前提で協議を進めている。 

②協議における、一番のポイントは76床までの増床（現在保有床：19）であるが、医療需要の考え方が様々であり、

いまだ合意に至ってない。 

 

開催日時：７月11日（金）18時～19時 会場：坂下公民館 中会議室 

内  容：【坂下診療所の今後の方針を受けての説明】 

説明を受けて、住民説明会開催の要請を行いました。 

出席者：今井副市長・可知副市長・纐纈病院局長・やさか地区の区長会およびまちづくり協議会の会長等７名 

 

今後とも、ご理解、ご協力を宜しくお願いいたします。 

 

古本市のお知らせ 

 ６月 27日(金)、坂下建設㈱（代表取締役社

長 安
やす

江
え

 貞
さだ

夫
お

）の従業員と協力会社のみなさ

んによって、市道坂下１号線（約 2 ㎞）の草

刈りをしていただきました。暑いなかでの丁

寧な作業、ありがとうございました。 

区 長 会 通 信 

 ７月６日（日）、『青少年の被害・非行防止全国強調月間』及び『第75回社会を明るくする運動～犯罪や非行を防止し 

立ち直りを支える地域のチカラ～』中津川市大会が中央公民館ホールで開催され、各支部から参加しました。その後、

ショッピングセンターサラの駐車場で、やさか夏季街頭啓発活動を実施しました。 

開催日時：８月10日（日）15時～21時 

場所：道の駅 きりら坂下 

問い合わせ：中津川北商工会坂下支所 

（事務局）☎75-2184 

 

与三郎音頭による盆踊りをはじめ、キッチンカーやテ

ントなどでの飲食・雑貨販売のほか、スイカの早食い競

争・大抽選会などのステージイベントを行います。 日にち：８月23日（土）・24日（日） 

時 間：9時～20時 

場 所：坂下公民館中会議室 

お問い合わせ：坂下公民館 

（平日9時～17時）☎75-3115 

 

公民館図書室での役目を終えて除籍した本を無料で何

冊でもお持ち帰りいただける「古本市」を開催します。 

どうぞご利用ください。 

文化協会からのお知らせ～出展・作品募集～ 

この事業は、やさか地

区の青少年健全育成推進

市民会議が中心に実施し

ており、『やさかの子ども

はやさかで守り育てる』

をスローガンに頑張って

います。 

「2025坂下文化祭」期間：９月１日～９月22日 
11月上旬に開催予定の文化祭の出展者を募集します。 

 

「絵画コンクール」期間：10月１日～10月 20日 
応募された作品は、文化祭で展示します。 

入賞作品は文化協会だよりで発表するほか、文化祭後、

坂下公民館で展示します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

毎月第３日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議 
 

（右下を除いて、建物の棟に換気用の越
こし

屋根
や ね

があることに注目して下さい。） 

郷土文化財紹介 
 

＜坂下の養蚕
ようさん

・蚕
さん

種
しゅ

・製糸業
せいしぎょう

 その１＞ 

ちいきの なかまと こどもかい  

郷土文化財保存会会員 

田口
た ぐ ち

憲一
のりいち

 

↑ 島平にあった最盛期の「濃信社」従業員 ↑ 大門館の蚕室(右側の建物、今は消滅) 

↑ 坂下実業学校蚕室 ↑ 握にあった田口蚕種製造所（左の母屋は現存） 

『椛藏
はなのくら

』の展示の一つに「坂下の養蚕
ようさん

業」と題したパネ

ルがあります。その解説は次の様なものです。 

「鎖国
さ こ く

の扉が破られて以来、農家の副業としての『養蚕』

は、全国的に広まった。明治 14 年に入ると、水車利用の

50人繰
ぐ

りなどの生糸生産が始まった。明治22年になると、

坂下でも養蚕伝習所が開かれた。飼
し

蚕
さん

熱が盛んになるに伴

って、種屋
た ね や

が生まれ、当時の蚕種製造にとって革命的な

『風穴
ふうけつ

貯蔵
ちょぞう

』の方法が定着し、神坂の風穴が大いに利用さ

れた。しかし、坂下から、神坂の風穴へ種箱を背負って通

うという重労働を伴ったわけである。明治 30 年代に入る

と、坂下実業学校『養蚕科』も設置されて、規模も技術も、

一気に拡大した。農家は『百貫
ひゃくかん

取
と

り』が合言葉となった。 

町に製糸工場も生まれ、地元はもちろん、木曽谷から通う

うら若き女工が、百人余も工場に通った。その後、繭の暴落
ぼうらく

に化学
か が く

繊維
せ ん い

の進出など、昭和 15 年頃になると決定的な打撃

を受けて、その幕を閉じた。」  

  パネルには、かつてあった建物などの写真を紹介していま

す。現在は見ることはできませんが、明治期から大正にかけ

て日本が近代化する中で、坂下が繁栄していく礎になった養

蚕・蚕種・製糸業とそれを支えた教育の盛衰をシリーズで辿

ってみたいと思います。 

 このシリーズについては年配の方はよくご存じの事と思

います。記述内容に間違いがあるかも知れません。その時は

ご指摘頂けたら幸いです。 



 

 

 

６月 30日(月)、文学座

から俳優を招いて『演劇

ワークショップ』が行わ

れました。演劇ワークシ

ョップの実施は今年で８

年目になり、１年生が対

象で年間３回の講座を受

講します。講座の目的は、「シアターゲーム」と呼ばれる

演劇表現の手法を用いて、生徒のコミュニケーション能力

や自己表現力の向上を目指すとともに、他者理解や自己肯

定感を育み、安心して過ごすことができる居場所づくりの

実現を目指します。 

参加した生徒は、数多くのゲームを通して、自己表現と

他者理解の方法を学び、人との関わり方についてのスキル

を高めることができました。今後、講座で学んだことを学

校生活の中に生かせるようにしたいと思います。 

 

 

 

６月 24日（火）、今年もライオン

ズクラブと高峰楽器製作所の皆様

のご厚意により、全校生徒がコン

サートを楽しませていただきまし

た。今年のアーティストは、アコー

ス テ ィ ッ ク ギ タ ー デ ュ オ の

「GoodMoon」さん。ご兄弟というこ

ともあり、息の合ったギタープレイと美しいハーモニーに、

何度も鳥肌が立つ感動を味わいました。最初は緊張気味だ

った生徒たちでしたが、ノリの良い曲

と和やかなトークのおかげで手拍子

や笑顔が広がっていきました。質問タ

イムとアンコールにも応えていただ

き、夢に向かって努力することの大切

さも教えていただきました。とても贅

沢な時間をありがとうございました。 
 

 
６月 27日(金)、授業参

観がありました。各学級

での授業の前に、「合唱参

観」を体育館で行いまし

た。本校では今回が初め

ての開催です。 

この日に歌った歌は、

『緑のラララ』と『世界に一つだけの花』でした。二曲と

も、手拍子を打つところがあり、楽しく歌える歌です。子

ども達は、最初は緊張している様子もありましたが、体い

っぱいにリズムをとって手拍子を交えながら元気よく歌

いました。参観に来られた皆さんからは手拍子やたくさん

の拍手をいただきました。「ひびく歌声」は坂下小学校の

重点の一つです。これからも楽しんで歌いながら、皆で大

切にしていきます。 

 

 

 

 

７月４日（金）のお泊りなしで20

時まで園で過ごすデイ合宿に向け

て、「お祭りがしたい」と、年長組

が計画を立てました。各グループに分かれて、「何屋さんを

やりたいのか？」子ども達で考えながら、手作り屋台をみ

んなで協力して作り上げることが出来ました。当日、未満

児さんからお店に飾る『提灯』、３・４歳児さんから『光ブ

レスレット』のプレゼントが届き、年少組からもパワーを

貰って、合宿がスタートしました。夕飯は自分たちで収穫

した玉ねぎ、じゃがいも等を使ったカレーライス作りや、

外で火をおこしてご飯炊きも行いました。合宿までの取り

組みで大変なこともありましたが、友達と助け合いながら、

“みんなのちから”で合宿を無事終える事が出来ました。 
 

やさかこども園 

慶弔のお知らせ 
６月11日から７月10日の 
坂下総合事務所への届出分 

（敬称略） 
 

《８月の主な行事》

   

燃えるごみ 毎週月・木曜日 燃えないごみ ８月 ６日（水） 

資源・硬質ごみ ８月 13日（水） 大型ごみ ８月 15日（金） 

有害ごみ ８月の収集はありません。  

 

ごみの収集日 

人口と世帯数（令和７年７月１日現在） 

人口 
3,890人（前月比7人減） 

男 1,885人、女 2,005人 

世帯数 1,611世帯（前月比4世帯減） 

 

日 曜日 行事名 時 間 場 所 

10 日 与三郎まつり2025 15：00～21：00 道の駅きりら坂下 

14 木 いきいき元気教室 13：30～14：30 坂下公民館 

20 水 行政･人権相談 13：00～15：00 坂下総合事務所第2庁舎 

22 金 おはなしの会 10：00～ 坂下公民館 

26 火 定例会区長会 13：30～ 坂下総合事務所第2庁舎 

29 金 
やさか地区農業委員会 9：00～ 

坂下総合事務所 
農地相談 9：30～ 

 

●ご逝去 

尾関
お ぜ き

 榮子
え い こ

 （90 歳） 島平二 

原
はら

 好明
よしあき

 （61 歳） 島平一 

林
はやし

 まつよ （101歳） 小野沢 

 

坂下プール（松源地）は、ろ過タン

クの故障により、今年度も休止するこ

ととなりましたのでお知らせします。 

大変ご迷惑をおかけしますが、よろ

しくお願いします。 


